
Ⅰ 令和３年度事業総括

令和５(2023)年９月１日開館予定の岡山芸術創造劇場の第１期指定管理１０年間と岡山

シンフォニーホールの第３期指定管理５年間の指定を受け、それぞれの施設の特徴を活か

し、岡山の文化芸術の創造・育成・発信の拠点となることを目指しました。

法人合併を契機に文化芸術の振興に関する、多様な文化事業を創造し展開することによ

り、地域の文化活動の活性化と、文化芸術を担う次世代の人材育成等を図り、岡山市・岡

山県が掲げる文化振興施策と連携して、市民県民のすこやかで心豊かな生活の向上及び地

域社会の発展に寄与する事業を実施致しました。

● 公益目的事業

文化芸術の振興に関する、多様な文化事業を展開することにより、市民県民のす

こやかで心豊かな生活の向上及び地域社会の発展に寄与することを目的に、次の６

種類から構成する事業を実施致しました。

(１) 文化芸術の創造･発信､振興及び普及に関する事業

(２) 文化芸術における多世代の交流及び参画の機運醸成に関する事業

(３) 文化芸術の担い手育成に関する事業

(４) 文化芸術を鑑賞する機会の提供に関する事業

(５) 文化芸術活動への支援及び研究に関する事業

(６) 文化芸術施設等の管理運営に関する事業（指定管理事業の一部）

● 収益事業

施設の多目的利用の観点から、文化施設等を学術会議や講演会、記念式典など当財団

の公益目的以外の利用に貸与する事業を行いました。

(１) 文化芸術施設等の管理運営に関する事業（指定管理事業の一部）

(２) 文化芸術に係わる事業を推進するための附帯事業（プレイガイド事業）

今後とも岡山市・岡山県の文化を通じた経済活動の活性化に資するため、質の高い芸術

文化に親しむ機会を提供するとともに、施設の利用促進を積極的に図り、気軽に文化芸術

に親しめる機会の創出にも努めていきます。岡山市・岡山県の文化政策の方針である「文

化を創造し、楽しみ、感動できる岡山」の構築並びに「岡山に暮らす人々が地域への愛着

を持ちながら、いきいきと暮らせる豊かな文化都市」に沿って文化芸術の創造・発展に貢

献してまいります。
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 (４) 文化芸術を鑑賞する機会の提供に関する事業                       

定員数

来場者数

※印は令和3年度劇場・音楽堂等機能強化推進事業 採択事業

1,563
1,817

360
1,311

900
1,860

650
1,860

※

2021年10月9日(日)
19:00開演

(18:00開場)

岡山シンフォニーホール開館３０周年記念
The MOST in JAPAN 2021 岡山公演
芥川也寸志／弦楽のための三楽章―トリプティーク
バッハ／ピアノ協奏曲 第7番 BWV 1058 ト短調
　　　　　　　　　　　　　 1楽章　横山藍子
　　　　　　　　　　　　　 2楽章　吉田早希
　　　　　　　　　　　　　 3楽章　渡邉桜子
サラサーテ／ツィゴイネルワイゼン [ソリスト:福田廉之介]
ドヴォルザーク／弦楽セレナーデ ホ長調 作品22
出演者：ヴァイオリン/福田廉之介、竹田樹莉果、小島燎、倉冨亮
太、小林壱成、関朋岳、戸澤采紀、ヴィオラ/田原綾子、正田響子、
チェロ/上村文乃、山根風仁、コントラバス/岡本潤
主催：一般社団法人 The Most、公益財団法人岡山文化芸術創造
共催：岡山県音楽文化協会、RSK山陽放送
協力：おかやま国際音楽祭実行委員会

　国内外の優れた音楽、芸術等の公演を招へいし、広く一般に質の高い芸術に触れ鑑賞する機会
を提供しました。

開　催　日 公　演　名

※

2021年9月12日(日)
15:00開演

(14:00開場)

開館30周年記念「スペシャルガラコンサート」
～I am a SOLOISTから世界へはばたいたヴィルトゥオーゾたち～
指揮：矢崎 彦太郎
ピアノ：中桐 望
ソプラノ：森野 美咲
ヴァイオリン：福田 廉之介
管弦楽：岡山フィルハーモニック管弦楽団
主催：公益財団法人岡山文化芸術創造
共催：岡山市 山陽新聞社

シンフォニーは夜も友達！
～真夏の夜のベートーヴェン～
曲  目: 交響曲第６番「田園」ヘ長調 作品６８
指  揮：石﨑真弥奈
管弦楽：岡山フィルハーモニック管弦楽団
主　催：(公財)岡山文化芸術創造
共　催：岡山市、RSK山陽放送

※

2021年8月12日(木)
19:00開演

(18:15開場)
会場：大ホール

岡山シンフォニーホール開館３０周年記念
ＮＨＫ交響楽団演奏会 岡山公演チャイコフスキー／ピアノ協奏曲第１番
変ロ短調 作品23
チャイコフスキー／交響曲第４番 ヘ短調 作品36
指　揮：広上 淳一
ピアノ：藤田 真央
管弦楽：ＮＨＫ交響楽団
主　催：ＮＨＫ岡山放送局、ＮＨＫ交響楽団、（公財）岡山文化芸術創造
協　賛：岩谷産業株式会社

2021年8月29日(日)
16:00開演

(15:15開場)
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公演2日目

820
2,001

98
113

79
81

公演1日目

110
114

2022年3月5日(土)
  　　3月6日(日)

14時開演
(13:30開場)

岡山芸術創造劇場 ハレノワ プレ事業
MONO第４９回公演「悪いのは私じゃない」
【作・演出】
土田英生
【出演】
水沼 健、奥村泰彦、尾方宣久、金替康博、土田英生、石丸奈菜美、
高橋明日香、立川 茜、渡辺啓太
主催:公益財団法人　岡山文化芸術創造
共催:岡山市

2022年9月26日(日)
13時開演

岡山芸術創造劇場　プレ事業
Baobab Re:born project vol.2 『アンバランス』
【出演】河内優太郎・シュミッツ茂仁香（Ｂaobab）
　　　　伊藤まこと（Ｂaobab）・福島玖宇也・北尾亘

【スタッフ】
振付・構成・演出　　　　北尾亘（Baobab）
舞台監督　　　　　　　　熊木進
照明　　　　　　　　　　久津美太地（Baobab）
音響　　　　　　　　　　相川貴
映像・ドラマトゥルク　　中瀬俊介（Baobab）
オリジナル楽曲制作　　　岡田太郎（悪い芝居）
振付助手　　　　　　　　米田沙織（Baobab）
制作　　　　　　　　　　白井美優（Baobab）
テクニカルアシスタント　染宮久樹
プロデューサー　　　　　目澤芙裕子（Baobab）
宣伝美術　　　　　　　　（株）中野コロタイプ

主催:公益財団法人　岡山文化芸術創造
共催:岡山市
助成:文化庁「ARTS for the future!」補助対象事業

※

2022年2月27日(日)
15時開演

(14:00開場)

岡山シンフォニーホール開館３０周年記念
小曽根真 60TH BIRTHDAY SOLO OZONE60 CLASSIC×JAZZ
第1部
Makoto Ozone:Gptta Be Happy
Makoto Ozone:Struttin in Kitano
Prokofiev:Piano Sonata No.7,3rd movement
Makoto Ozone:Listen
Makoto Ozone:O'berek
第2部
Ravel:Piano Concerto in G Major,2nd movement
Jerome Kern/Oscar HammersteinⅡ:All the Things You are *
Hoagy Carmichael:The Nearness of Youn *
Makoto Ozone:The Puzzle *
Makoto Ozone:Where do we from here *
出演者：Pf.／小曽根 真
　　　　Sax.／中林 俊也　*印の箇所
主催：公益財団法人岡山文化芸術創造
共催：岡山市、OHK岡山放送、岡山県音楽文化協会
協力：おかやま国際音楽祭実行委員会

開　催　日 公　演　名
来場者数

定員数

- 35 -



公益財団法人岡山文化芸術創造　令和３年度事業報告

 (５)文化芸術活動への支援及び研究に関する事業                        

　多様で豊かな地域資源を活用し､様々な交流を通じた新たな文化芸術の創造､市民県民の文化芸
術活動への支援､日常生活の中で気軽に文化芸術に触れることができる豊かな環境づくり等をとお
して､市民県民が誇りと愛着を持って暮らせるまちづくりを目指す。また､文化芸術に関する各種
調査･研究を行い､時代に即した文化事業､実施体制づくりを推進する｡

・岡山市文化芸術活動支援

採択数

489件

内容公演名

岡山市文化芸術活動支援
「文化の灯を消さない！プロジェクト」

日程

通年
新型コロナウィルス感染拡大により
大きな影響を受けている個人・団体
への文化芸術活動の支援事業

- 36 -



(６) 文化芸術施設等の管理運営に関する事業（指定管理事業の一部）
岡山シンフォニーホール事業

文化芸術施設等を貸与し､演奏会､公演､興業､発表会､練習など主に文化芸術活動にお

ける｢表現の場｣､｢鑑賞の場｣､｢交流の場｣として利用していただくもので､劇場の重要な

役割であるコミュニティー醸成の場ともなっている。さらに､施設を貸し出すことによ

りプロの文化芸術団体やアーティストの公演が行われ､地域住民が一流の芸術作品に触

れる機会が拡大する｡

また､当法人が行う自主文化事業をはじめ､地域の文化芸術団体がホールを利用する

ことによって文化活動の育成が図られ､さらには施設を中心に地域文化のネットワーク

が形成されるなど､文化芸術の創造･振興･普及が図られる。これにより､文化芸術施設

等の管理事業は、当法人の目的達成のための手段として重要である｡

岡山市より岡山シンフォニーホールの指定管理者として、令和３年度から５年間の

指定を受け､今年度３期目がスタートした｡

ア 施設別利用状況

稼働率（単位：％）

大ホール ｲﾍﾞﾝﾄH 和風H ｽﾀｼﾞｵ１ ｽﾀｼﾞｵ２

３年度 ５４．８ ５１．５ ３０．０ ３９．８ ４５．６

２年度 ３３．７ ５０．３ ２４．６ ２９．５ ４１．３

元年度 ６５．６ ７５．９ ３８．５ ６２．１ ６３．５

入場者数（単位：人）

大ホール ｲﾍﾞﾝﾄH 和風H ｽﾀｼﾞｵ１ ｽﾀｼﾞｵ２

３年度 80,745 9,990 2,884 5,184 1,525

２年度 46,468 6,785 2,262 3,031 1,648

元年度 153,902 23,962 10,918 14,760 6,001

イ 施設の保守・維持管理

事故の未然防止が最大の安全対策であるという考え方のもと、スタッフや委託業者

による日常点検や各種設備の保守点検を計画的に行いました。ホール全体の警備や清

掃、空調管理、新型コロナウイルス感染防止対策など、安全かつ快適な場所を提供す

るために必要な業務についても、委託業者と連携を密にしながら適切に実施し、利用

者からのご要望にも丁寧に対応しました。

公益財団法人岡山文化芸術創造 令和３年度事業報告
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ウ 防災体制

消防法をはじめとする関係法令を順守するとともに、スタッフの災害対応に係わる

意識、能力の継続的な向上を図りました。

① 消防・防災訓練、防火・防災・防犯等 研修の実施

災害発生時の対応能力向上を目的に、消防・防災訓練を実施しました。

＜防火・防災・防犯・救急等 訓練・研修＞

・令和３年４月１２日：ホール内避難経路確認

シミュレーション訓練（職員１９名）

・令和３年４月２６日：防火シャッター作動時の避難経路確認

シミュレーション訓練（職員１７名）

・令和３年５月７日：ホール内避難経路確認(Ｃ/Ｄ/外Ｂ階段･ＥＶ５･６号)

シミュレーション訓練（職員６名）

・令和３年６月４日：火災想定・避難誘導訓練（職員２３名）

・令和３年７月７日：ホール内避難経路確認(Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ/Ｅ/Ｆ/外Ｂ階段)

及び消火器・消火栓・排煙装置作動ボタン・防火シャッター手動閉鎖装置等

確認シミュレーション訓練（職員１９名）

・令和３年９月２日：救急対応（119連絡及びＡＥＤ等）訓練（職員２４名）

・令和３年１０月１１日：爆破予告・脅迫対応訓練（職員２５名）

・令和３年１１月９日：ビル合同 消火・通報・避難誘導訓練

（ビル地下１階丸善岡山シンフォニービル店 出火想定）

・令和３年１１月１０日：地震想定・避難誘導訓練（職員２４名）

・令和４年２月１４日：地震想定・避難誘導訓練（職員２７名）

・令和４年３月２６日：ＡＥＤ（Ｗｅｂ）講習（職員１７名）

② 防火・防災体制の整備

プロパー職員の防火管理者及び防災管理者資格取得の推進や、避難誘導を安全

かつ効率的に行うための備品（トランシーバー・ヘルメット・メガホン・誘導棒

等）の補強等を行いました。

また、施設使用者（主催者）へ避難誘導員としての役割説明や、災害時に使用

するための誘導棒の貸出も行いました。

③ 新型コロナウイルス対策の実施

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、施設内に感染防止設備を整備すると共

に、利用者への注意喚起や利用調整及び催事実施のためのアドバイスを実施しま

した。利用者の精神的・金銭的負担にならないようサーマルカメラ等の高額で手

に入りにくい備品については、施設側で準備を行い、また消毒液の設置や備品の

ウイルス加工などを施行し、安心してホールをご利用いただけるよう取り組み

ました。

公益財団法人岡山文化芸術創造 令和３年度事業報告
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・「もしサポ岡山」の登録

・サーマルカメラの導入

・非接触検温器の導入

・手指用アルコール消毒液、備品用消毒液等の整備

・サーキュレーターの導入

・受付カウンターへの飛沫防止用アクリル板の設置

・客席・手摺・トイレ・ドアノブ、貸出備品への抗ウイルス加工の実施

・注意喚起の掲示物（ソーシャルディスタンス等）の作成・設置

・催事主催者との相互確認チェックシートの整備

・岡山県新型コロナウイルス感染症対策本部事務局との連携、大規模イベント

開催の事前相談

また、コロナ禍に於いて換気能力が重要視されるため、スモークマシンを使用

した空調設備の換気実験を行った。さらに開場前（空席時）から本番（満席時）

及び終演時までのＣｏ２の濃度測定を行い、設計時のとおり空調能力に問題がな

いことを確認しました。

エ 利用者サービス向上への取り組み

次のとおり利用者にとってわかりやすく、安全・安心で気持ちよくご利用いただけ

るホールとなるよう、おもてなしのブランド力向上に努めました。

① 仕込み、延長等利用時間の対応

やむを得ない事情がある場合には、利用時間前（午前９時以前）の利用（早仕

込み（58件）について、可能な限り柔軟な対応に努めました。また、午後１０時

を超える延長（２件）にも柔軟に対応しました。

② ホール打合せ・下見・見学・視察の受け入れの対応

利用者の打合せ・下見及びホール見学・視察を可能な限り受け入れるとともに、

インターンシップによる学生（64名）の受け入れ体制を整えました。

打ち合わせについて、リピート利用者は、データを保有していることから電話

・FAX・メールでの打ち合わせをし、利用者の利便性の向上に努めています。ツア

ー等の催事についても同様に電話・FAX・メールでの打ち合わせ、問い合わせにそ

の都度対応しています。

また、地元の大学（くらしき作陽大学音楽学部・食文化学部・子ども教育学部）

及び専門学校（岡山科学技術専門学校映像音響学科）の学生を受け入れており、

将来劇場や自治体で働く人材の育成に繋がったと考えます。

例年であれば、岡山シンフォニーホールを学びの場としてより身近に感じても

らえるよう小学生の課外授業として、ホールの施設見学を実施していますが、今

年度については新型コロナウイルスの影響により実施が出来ませんでした。
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③ ホール利用促進への取り組み

施設の利用促進を図るため、平成２６年度から行っている高等学校や大学、文

化団体や企画会社等の団体へ招致活動を引き続き行いました。

また、岡山芸術創造劇場の開館を見据え利用者の利便性を高めるため施設設置

者と協力し、大ホール階層別利用料金設定に向けての提案を積極的に進めました。

④ ホール利用者へのお礼状の送付

ホール利用に対するお礼の気持ちを伝えるため、大ホール利用団体へのお礼状

を送付しています。

⑤ ホール利用者等の意見聴取及び改善への対応

利用者（お客様等）アンケート箱の設置及び施設利用者アンケートにより、利

用者の意見、要望等を聴取し、要望等については可能な限り業務の改善に反映さ

せました。

⑥ 大ホール客席内での携帯電話抑止装置の導入

鑑賞環境の確保及び迷惑防止のため、携帯電話等の呼び出し音や通話を抑止す

る機能を備える無線設備を大ホールに設置しました。

また、定期的にメンテナンス調査を行い、客席内の抑止状態及びホール外への

抑止電波の漏洩について確認を行っています。なお、未対応の帯域については順

次追加の予定です。

⑦ 楽屋ロビー及びエントランスロビーでのＷi-Ｆi環境の整備

インターネット環境に対する利用者の要望等を踏まえ、既に設置していた楽屋

ロビーに加え、ビル３階のエントランスロビーに無料で使えるＷi-Ｆiを設置しま

した。

⑧ 職員研修の充実

コロナ禍においても安全対策として、ＡＥＤの研修については継続して行う必

要があることから、Ｗｅｂを利用して受講しお客様に安心してホールを利用いた

だけるよう職員研修を実施しました。

また、公益法人会計、社会保険制度、雇用促進研修、簿記資格取得、働き方改

革研修等、職員増に向けて経理・総務に於ける様々な職員研修を実施しました。

⑨ ホール案内所業務における来館者及び問い合わせ電話への対応

ホール案内所業務として、お客様に窓口や電話での問い合わせ対応を次頁のと

おり実施しました。
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⑩ ホールの魅力アップ

コロナ禍でホールの利用は激減したが、“今だから出来ること”を職員が知恵

を絞り、コロナ収容率５０％を逆手に取った客席ソーシャルディスタンス「作曲

家の指定席」を今年度も引き続き実施しました。この取り組みは昨年度よりＳＮ

Ｓやメディアを通して多くの反響がありました。海外（台湾雑誌：Ｐｅｒｆｏｒ

ｍｉｎｇ Ａｒｔｓ Ｒｅｄｅｆｉｎｅｄ）でも取り上げられ、ホールを知って

いただくとともに、笑顔を広げることが出来ました。全国の施設や催事主催者か

らも問合せがあり「作曲者の指定席」の貸出を行いました。

第１期（平成18年度から27年度の10年間）、第２期（平成28年度から令和２年度の５年

間）の指定管理に引き続き、第３期を迎えた岡山シンフォニーホールの指定管理者として、

大ホール、イベントホール、和風ホール、スタジオ１、スタジオ２等の利用許可や利用打

合せ、技術面・安全面でのサポートなどを行い、文化団体等へ施設を貸与するとともに公

共施設の適切な管理に努め、開館以来培われた「ホール施設のブランド力」を活用し、市

民・県民にとって質の高い芸術文化に親しむことができる機会を提供しました。

また、ホール利用者の利便を図るため、必要な資器材の貸出等並びに下見及び打合せの

実施等により、ホール利用者及びお客様への「おもてなしのブランド力」向上に努めまし

た。

貸与施設：岡山シンフォニーホール

大ホール(定員 2,001人)､イベントホール(定員 200人)､

和風ホール(定員 100人)､スタジオ１(定員 120人)､

スタジオ２(定員 30人)､その他指揮者室､楽屋､控室等附属設備
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